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巻巻巻 頭 言頭 言頭 言

新年あけましておめでとう御座います。

皆様方には旧年中は加治木温泉病院に対し、大変お世話になり心より感謝を申し

上げます。

2017年一白水星・酉の年を迎え何かと騒がしい年が予想されますが、医療・介護

サービスを提供する者にとって2018年を迎える前年で重要な年に当たり、気を引き

締めて事に臨む所存です。グループは以前より創業60周年記念事業の高田病院・加

治木温泉病院の2病院新築移転計画を検討していましたが、昨年は鹿児島市の新高田

病院の移転先の鹿児島市交通局跡地取得とキラメキテラス内の新築開業が2020年

と決定しました。又、姶良市で進めていますＪＯＹタウン構想の医療分野を担う新

加治木温泉病院移転開業を2021年目標にする事も検討中で、グループにとりまして記念すべき年と成り

ました。現在、日本は世界に類を見ない少子高齢化が進み、鹿児島県の人口は2015年165万人が、

2040年の25年後は34万人減少の131万人が予測され、急激な人口減少と高齢化による地域社会の混乱

が予測されます。鹿児島県はこの様な混乱社会に対応する地域包括ケアシステムの本格稼働を2025年に

控え、来年の2018年に診療報酬・介護報酬の同時改定並びに鹿児島県地域医療計画の実施に伴い、鹿児

島県の病床数を今後8年間で1万700床削減し必要病床数の2万床にする予定です。当院は350床の回復

期・慢性期機能（在宅医療・介護サービスを含む）病院で、地域包括ケア病棟・回復期リハビリ病棟・医

療療養病棟・介護療養病棟の機能で、7.5万人の姶良市を中心に透析治療やリハビリテーション治療を提供

し、又姶良・伊佐保健医療圏の25万人の方々に県指定地域リハビリテーション広域支援センターとして、

リハビリテーションの指導や啓蒙活動も実施しており、今後も可能な限り病床を削減せず地域医療に貢献

したいと思っています。又、姶良市は2017年度に鹿児島市を中心に日置市・いちき串木野市の4市と連携

し、連携中枢都市圏構想をスタートさせ、4つの市が連携して地域経済の活性化、医療サービスの集中と高

度化を集約していきますが、加治木温泉病院は今後も姶良市の地方創生に協力を行い、市民の皆様に求め

られる社会サポートシステムのヒューマンライフラインを構築し、姶良・伊佐保健医療圏の中核医療機関

としての機能をさらに充実させる所存です。

結びに、今年の病院運営のご協力をお願い申し上げ、簡単で御座いますが新年のご挨拶とさせて頂きま

す。何卒、今年も宜しくお願い申し上げます。

               髙 田 昌 実髙 田 昌 実髙 田 昌 実

加治木温泉病院  理念  基本方針

１．患者さまの尊厳と権利を尊重した医療・介護を目指します

２．患者さまの視点に立ち、良質で安心・安全な医療・介護の提供に努めます

３．地域包括ケアシステムの構築に寄与し、地域のニーズに沿った医療を担い、入院から在

宅までの一貫した医療・介護の提供を目指します

４．病院および在宅サービス事業部の健全な運営を行い、安心で働きがいのある職場づくり

に取り組みます

５．健診や保健指導により地域住民の健康管理や病気および介護予防に取り組みます

《理念》

《基本方針》

行動指針「低賞感微」に沿った医療及び介護サービスを提供します。

理事長理事長理事長

院  長院  長院  長
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2016年11月28日（月）、29日(火）の2日間、公益財団法人

日本医療機能評価機構による病院機能評価(病院機能評価3rdG:Ver.1.1

主たる機能:慢性期病院、副機能:リハビリテーション病院)を受審しました。

当院は2002年の初回認定後、今回で3回目の更新審査となりました。

病院機能評価とは、病院が組織的に医療を提供するための基本的な

活動 (機能) が、適切に実施されているかどうかを評価する仕組みに

なっており、審査の結果、一定の水準を満たしていると認められた病

院に対しては認定証が発行されます。

認定証発行後も評価の結果で明らかになった課題に対し、病院が改善に取り組むこと

で、医療の質向上を図ることができます。

今回も、病院の組織的活動を患者さまの目に触れない部分も含め、評価調査者に中立・

公平な立場から所定の評価項目に沿った病院の活動状況を評価していただきました。

次号では、審査結果のご報告をさせていただく予定です。

今後も、より良質な医療・サービスを提供し、尚一層地域医療に貢献できるよう、日々

努力してまいります。

お知らせお知らせお知らせ

病院機能評価更新審査病院機能評価更新審査病院機能評価更新審査ががが終了！終了！終了！

整形外科専門医  横内 雅博 先生（非常勤）ご紹介整形外科専門医  横内 雅博 先生（非常勤）ご紹介整形外科専門医  横内 雅博 先生（非常勤）ご紹介

2016年11月より、整形外科専門医である横内雅博先生が入職しました。

皆さんよろしくお願いします。

◆診療日 毎週水曜日 午前

◆専門領域 骨軟部腫瘍、転移性骨腫瘍、股関節、整形外科全般

◆出身大学等 佐賀大学医学部 卒業

久留米大学大学院 医学研究科 修了

◆資格・認定 日本整形外科学会認定 整形外科専門医

日本整形外科学会認定 運動器リハビリテーション医

日本がん治療認定機構認定 がん治療認定医

◆所属学会 日本整形外科学会会員 九州リウマチ学会会員

日本リウマチ学会会員 日本股関節学会会員

日本骨代謝学会会員 日本癌治療学会会員

がん分子標的治療研究会会員 日本ハイパーサーミア学会会員

日本生体物理刺激研究会会員
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地域医療連携センターより

開放型病院基準取得のお知らせ

当院は、国が進めています地域包括ケアシステムの構築に向け、姶良

市及び霧島市で開業されている先生方との密なる連携を深め、より地域

医療に貢献することを目的に、平成２８年９月１日より、開放型病院

の基準を取得致しました。

＜開放型病院とは＞

患者さまのかかりつけ医と当院医師が、共同で患者さまの治療を行う

ことができる病床を持つ病院のことです。当院は介護保険病棟である３

階東病棟を除く全病棟において計５床を開放型病床とさせていただくこ

とになりました。

＜ご利用による患者さまのメリット＞

・かかりつけ医と当院との間で患者さまの情報が共有され、入院から退

院、退院後のフォローまで、一貫して安心した治療を受けることが可能

となります。

・入院中も通い慣れたかかりつけの先生とお会いし、相談することが可

能となる為、一層の安心感を得ることができます。

＜登録医のメリット＞

・当院主治医と共同で診療にあたる為、入院時の状態が把握でき、退院

後の診療をよりスムーズに実施できます。

当院は今後も地域の先生方と連携して、「治し支える医療」を行い、

地域医療に貢献して参ります。

ご不明な点がございましたら、

地域医療連携センターまで

お問い合わせください。
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当院が属する玉昌会グループは、経営の透明性や医療の質の向上を図るため、さ

まざまな第３者機関による評価を受審しております。

このたび、株式会社日本格付研究所（JCR）による信用格付審査の

結果、長期発行体格付、ＢＢＢ－、「安定的」と据え置きとなりまし

た。

詳しくはＪＣＲのホームページを右のQRコードからご覧下さい。

※JCR(日本格付研究所)

2012年3月末時点で、格付を公表している国内の発行体1,087先のうち、JCR

（日本格付研究所）の格付先は661先。全体60.8％で、国内の発行体に対する格

付実績はトップクラスにあります。特に、金融関連や流通関連業界に強みを有して

おり、カバー率はそれぞれ70％を超える高い水準となっています。

JCRJCRJCR長期発行体格付調査結果、長期発行体格付調査結果、長期発行体格付調査結果、
BBBBBBBBB－「安定的」に据え置き －「安定的」に据え置き －「安定的」に据え置き 

トピックス

玉昌会グループは、

地域環境問題において

も社会的責任を果たす

ため、環境マネジメン

トシステム「エコアク

ション21」(環境省推

奨)認証を取得してお

ります。

このたび、例年提出し

ている「エコアクション21環境活動レポート」が、平成28年度エコアクション

21環境活動レポート大賞・九州において、『地域社会貢献賞』を受賞しました。

今回の受賞は、当グループ環境活動の今後の取り組みにおいて大変励みになるも

のであり、また他事業者さまの環境へのお取り組みに少しでも参考にして頂けると

幸いです。

環境持続可能な社会を構築するためには、あらゆる主体が積極的に環境への取り

組みを行うことが必要となります。玉昌会グループでは引き続き事業活動の中に、

省エネルギー、省資源、廃棄物削減等の環境配慮を求め、継続的に改善し取り組ん

で参ります。

※エコアクション21環境活動レポート

（2015年度版）については、右のＱＲ

コードからスマホ等でご覧いただけま

す。

201520152015年環境活動レポートが年環境活動レポートが年環境活動レポートが
『地域社会貢献賞』を受賞しました『地域社会貢献賞』を受賞しました『地域社会貢献賞』を受賞しました
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11月21日（月）に野田急送様が医療法人玉昌会

へ車椅子12台を寄贈くださいました。それに伴い

寄贈式を開催いたしました。野田幸一郎社長へ髙

田理事長より、感謝を込めて、感謝状を授与いた

しました。 野田急送様からは昨年も、車椅子を

20台を寄贈くださっております。新しい車椅子に

患者さまも喜んでいらっしゃいます。大切に使用

させていただきます。ありがとうございました。 

野田急送様より車いすが寄贈されました野田急送様より車いすが寄贈されました野田急送様より車いすが寄贈されました

トピックス

●研修： 第2回フォローアップ研修 【新卒者対象】 

●日時： ２０１6年10月28日（金） 

●講師： 松浦 隆信 准教授（鹿児島大学 臨床心理学） 

●研修内容： 「感染対策補充研修」「医療安全対策の補充研修」「エクササイズ

ゲーム」「ストレスマネジメント研修」

今年4月入職の新卒入職者を対象とした第2回フォローアップ研修を開催しまし

た。

入職6ケ月が経過し、業務にも少しづつ慣れてくる時期である今、これまでの研

修を振り返り・補講と心理の松浦准教授によるストレスマネジメント研修を受講し

ます。

今回の研修の目的には、個々のさらなるスキルアップも含まれてますが、鹿児島

地区の高田病院、姶良地区の加治木温泉病院にそれぞれ配属された同期としての親

睦を深めていただく目的

もあります。

入職式以来に再会する場

面もみられ、院内研修を

とおして、仲間の親睦も

同時に深め、互いに切磋

琢磨する関係を構築して

ほしいと思います。

当法人ではこのような

スキルアップを目的とし

た 研 修 を 積 極 的 に 導 入

し、新人教育や職員の技

術向上に向け、積極的に

取り組んでおります。 

新卒入職者対象のフォローアップ研修が開催されました新卒入職者対象のフォローアップ研修が開催されました新卒入職者対象のフォローアップ研修が開催されました
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ボランティア清掃を実施ボランティア清掃を実施ボランティア清掃を実施

イベント・行事

朝から小雨模様でしたが、姶良地区の職員２３名が集ま

り、ボランティア清掃が行われました。集合時間の７時２０

分に雨も止み、準備された清掃用具を各自手に取って、ボラ

ンティア清掃がスタート！加治木温泉病院から近所の春日神

社までの道を歩いて、ゴミを拾っていきます。 春日神社で

は、境内の落ち葉も掃き清め、とても清々しい気持ちで、１

日を始めることができました。社の前で集合写真を撮影し

て、終了となりました。今回は

小雨を気にしながらの清掃となりましたが、職員一同、晴れ晴

れとした集合写真の皆さんの笑顔が印象的でした。

開催日時：2016年１０月2７日(木) AM 7:20～7:45 

天気：晴天、気温28℃ 

清掃コース： 加温病院～春日神社  

参加者：２３名 

前日は大雨で当日の天候が心配されましたが、雨も上がり無事、第７回 しあわせの杜 合同文

化祭を開催することが出来ました。ご家族様・地域の方々皆様のご協力によりたくさんの方がお

越し下さいました。午後からステージ部門が開演し、一緒に歌を歌ったり、手をたたいたり、か

わいい子供たちからいっぱい笑顔を頂きました。今後も在宅事業部地域密着型サービスとして、

地域の方々と一緒になっていろんな事に取り組んでいきたいと思います。

開催日時：2016年１１月１９日(土) AM 11:00～15:00 

天気：曇りのち時々雨

会場：しあわせの杜 コミュニティガーデンおはな

第第第777回 しあわせの杜 合同文化祭 が開催回 しあわせの杜 合同文化祭 が開催回 しあわせの杜 合同文化祭 が開催
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第５８回全日本病院学会第５８回全日本病院学会第５８回全日本病院学会ininin熊本熊本熊本

学会報告

会期：2016/10/8～10/9 会場：熊本市民会館

演題：未収金回収に対する取り組み

   ～未収金における制度を利用して～

演者：川野 敬太 加治木温泉病院 医事課

※「病院羅針盤」にも掲載されました。（次頁参照）

会期：2016/10/27～10/28 会場：石川県立音楽堂 ホテル日航金沢

演題：認知症を有する患者の転倒転落減少にむけて

   ～行動・心理症状観察チェック表の活用～

演者：デグズマン ディヴァイン 加治木温泉病院 介護福祉士

第２４回日本慢性期医療学会第２４回日本慢性期医療学会第２４回日本慢性期医療学会ininin金沢金沢金沢

会期：2016/12/11 会場：熊本県立劇場

演題：血液透析患者に対する口腔ケアの意識向上を試みて

   ～口腔ケアの取り組み～    （ポスター発表）

演者：横山 まゆみ 加治木温泉病院 人工腎臓センター 看護師

※演劇ホールホワイエの一角

に当法人の展示ブースも開設。

法人紹介パネルや抜針対策ツールの

「シアーシーネ 保護スト」等を

熱心にご覧になっていました。

第４９回九州人工透析研究会総会第４９回九州人工透析研究会総会第４９回九州人工透析研究会総会

当院では、職員らが現場で培った研究や業務改善の成果をいろんな学会へ参加し、発

表を行っています。多くの病院職員が参集するこのような学会では、他院の研究成果等

もリアルで体感することもでき、情報収集する場ともなっています。今年も各種学会へ

参加し、発表も行って参りました。
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◎法制度を利用した当院の未収金回収の取り組み事例が掲載され

ました
「病院羅針盤」（医療・介護施設向け情報の定期刊行誌）12月15日

号の「改善と改革」のページに法制度を利用した当院の未収金回収の取

り組み事例が掲載されました。

従来の督促方法（電話・手紙・内容証明・誓約書記載・自宅訪問等）に

加え、法制度に則った市町村への協力要請により、自治体により温度差

はあるものの、市町村からの督促協力も得ることができるようになり、

未収金回収率ＵＰに繋がった点等がよくまとめられています。

掲載記事紹介
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◎当院共同考案の「ゆうすい元気体操」が南日

本新聞に掲載されました
当院は、鹿児島県より「姶良・伊佐 高齢者保健福

祉圏域 地域リハビリテーション広域支援センター」

に指定されております。このたび、当支援センター事

業の一環として、湧水町との共同により元気体操を考

案、11月19日付の南日本新聞に掲載されました。

掲載記事紹介

◎姶良市健康体操ＤＶＤができました
前記の当地域リハビリテーション広域支援センター（加治木温泉病院）事業として、姶

良市においても健康体操ＤＶＤの作成に協力。アイラビュー（姶良市広報誌）1月号に

て、貸出・無償配布の

記事が掲載されまし

た。
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掲載記事紹介
◎「Felia! フェリア」419号のクローズアップにデイサービス「しあわせ通りらぶ」

の作業療法士 上口淳美さんの記事が掲載されました

当法人の在宅サービス事業部のデイサービ

ス事業所「しあわせ通りらぶ」に勤務する作

業療法士「上口淳美さん」が「Felia! フェリ

ア」419号に掲載されました。

上口さんの写真やプロフィールはもちろん、

作業療法士の資格紹介や自身が語るこの仕事に携わるやりがいや前向きな

コメントが満載です。フリーペーパーの発行はすでに終わっていますが、

ＷＥＢ上では今も購読することができます。是非、ご覧になってみて下さ

い。

「Felia! フェリア」とは

南日本新聞社が提供する鹿児島の文化・生活情報をフリーペーパーとWebサイトで提供するサービ

ス。総発行部数約230,800部のフリーペーパーと、PCやスマートフォン、タブレット端末にも対

応している。
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褥瘡(じょくそう)とは、寝たきりなどによって、体重で圧迫されている場所の血流が悪

くなったり滞ることで、皮膚の一部が赤味をおびたり、ただれたり、傷ができてしまうこ

とです。一般的に「床ずれ」ともいわれています。自分で体を動かすことができる人は、

無意識のうちに体を動かしたり、寝返りをうったりして、体の同じ部分に長時間の圧迫が

かからないようにしています。しかし、自分で体を動かすことができない人は、皮膚の同

じ部分に長時間の圧迫がかかることになり、それが褥瘡発生につながります。

褥瘡の原因は？
褥瘡は、皮膚の同じ部分(特に骨が突出している部分)への圧迫が持続することで起こりま

す。ベッドのマットや布団、車いすなどにより外から圧迫を受けると、体の中では皮膚や

皮下脂肪、筋肉などを押しつぶそうとする力、左右に引っ張ろうとする力などがかかりま

す。これらが複雑にからみあって血流が悪くなり、皮膚や皮下組織、筋肉などに酸素や栄

養が行きわたらなくなります。自分で体を動かすことができない人は、皮膚の同じ部分に

長時間の圧迫がかかることになり、それが褥瘡発生につながります。

薬 局

褥瘡のできやすい場所は？
骨が突き出した部位は強く圧迫されて、褥瘡ができやすくなります。褥瘡のできやすい

部位は、寝ているからだの向きや姿勢によって違ってきます。仙骨、腸骨、坐骨といった

ところです。そのほか肩でも膝でも、およそ骨のでっぱりのあるところなら、どこでも褥

瘡と無縁のところはありません。 。
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褥瘡の治療は？
褥瘡の一般的な治療法としては、ぬり薬やドレッシング材(被覆材)を用いた保存的治

療、手術による外科的治療があります。

●ぬり薬を用いた治療

褥瘡の治療では、傷の状態によってさまざまな効果のあるぬり薬を使い分けます。

・傷を保護する薬        ・炎症、感染を抑える薬

・死んだ組織を取り除く薬    ・皮膚の細胞の増殖にはたらきかける薬

●ドレッシング材(被覆材)を用いた治療

ドレッシング材(被覆材)は、直接傷を覆うものです。その機能によって以下のように分類

されます。

・傷を保護し適度な湿り気を保つ。  ・乾燥した傷を適度に湿った状態にする。

・傷口から出る黄色い体液を吸収し、適度な湿り気を保つ。

褥瘡は治るのでしょうか？
多職種の連携によるチーム医療と、ガイドラインを中心にした診療の実践により、多く

の褥瘡が治癒するようになってきました。もちろん、身体の状態や褥瘡が発生した原因、

損傷の深さなどによっては、簡単に治癒しない

こともあります。その場合も、褥瘡が発生した

原因をきちんと取り除き、科学的根拠に基づく

治療を進めていくことが大切です。

褥瘡は偶然にできるものではなく、ある条件が

揃うとできてしまうものです。そのため、褥瘡

が発生する条件を揃えさせないケアを行ってい

くことが重要です。褥瘡をつくらないケアは、

生活の質を保証するものとなるでしょう。
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☆家庭でできる回想法 ☆

     ～認知症リハビリテーションのために～ 心理相談室

認知症のリハビリテーションの一つに、思い出を語ることで認知症の進行を遅らせ、精

神的な安定を図る「回想法」があります。ここでは回想法の効果や方法についてご紹介

します。

回想法は1960年代にアメリカの精神科医、ロバート・バト
ラー氏が提唱した心理療法です。当初は高齢者におけるうつ

病の治療として行われていましたが、後に認知機能が改善することも明らかになり、認知

症のリハビリとしても実践されるようになりました。現在、日本でも介護施設などで取り
入れられています。認知症は、記憶障害が進んでいても古い記憶は比較的最後まで残って
いることが多く、この認知症の記憶の特徴を上手に生かした方法と言えるでしょう。

回想法には介護施設などで専門家の指導の下グループで行う
方法と、個人で行う方法があります。家庭で行う場合でも特

別な知識は必要ありません。本人が子どものころ遊んでいたおもちゃ、昔の写真、若いこ
ろに流行していた映画や音楽など、過去を思い出しやすくするための道具を用意し、必要
に応じて問いかけをしながら、思い出話に耳を傾けるようにしてください。質問として

は、ライフステージを示すキーワードを参考にすると良いでしょう。「ふるさと」「子ど
も時代の遊び」「学生時代」「趣味」「仕事」「交友関係」「結婚・出産」「子育て」
「孫の誕生」「定年」「これから」などです。回想することで自分の人生の価値を再発見
したり、当時の記憶がよみがえって情動が活性化したりするこ
とが期待できます。さらに「話す」「聞く」「コミュニケー

ションをとる」という行為が記憶を維持し、認知症の進行を遅
らせることにつながります。その結果、孤独感や不安を減少さ
せ、意欲を向上させることができるとされています。「自分は
こんな人生を歩んできたんだ」と過去を振り返ることで失って
いた自信を取り戻せることも期待されます。

行いやすい回想法ですが、以下のことを意識しておくとより
効果的です。

☆当事者が答えやすいような具体的な質問をする
× 「子ども時代を思い出して」：子ども時代と言っても幅広いため、答えにくい質問

です。
○ 「小学校の頃は何の授業が好きだった？」：「小学校」「授業」という具体的な

キーワードが質問に盛り込まれているため答えやすいでしょう。
☆無理に聞き出そうとしない

過去の記憶は楽しいものばかりではありません。質問をしてみて進んで話すうであれば

傾聴し、話したがらないことであれば質問の内容を変えてみましょう。
☆間違いを訂正しない

当事者が語ったことが事実ではなくても、訂正せずに聞きましょう。大切なのは正確
に思い出すことではなく、過去の記憶をたどることです。

回想法とは?

回想法の方法

回想法のコツや注意点

今回は回想法をご紹介しました。認知症が治るなどの目覚ましい効果を期待することは

できませんが、自宅でも簡単にできますし、なによりご本人が楽しんでできる方法なの

で、日々の生活に取り入れてみてください。昔話を聞く時間は、介護する側にとっても

とても楽しい時間になると思います。
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○個人情報保護方針○個人情報保護方針○個人情報保護方針

当院は、個人の権利・利益を保護するために、個人情報を適切に管理することを社会的責務と考えます。 

個人情報保護に関する方針を以下のとおり定め、職員及び関係者に周知徹底を図り、これまで以上に個

人情報保護に努めます。 

１. 個人情報の収集・利用・提供 

  個人情報を保護・管理する体制を確立し、適切な個人情報の収集・ 利用および提供に関する内部規則

を定め、これを遵守します。

２. 個人情報の安全対策 

  個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、破壊、改ざんおよび 漏洩などに関する万全の予防措置

を講じます。万一の問題発生時には速やかな是正対策を実施します。

３. 個人情報の確認・訂正・利用停止 

  当該本人（患者さま）等からの内容の確認・訂正あるいは利用停止を求められた場合には、別に定め

る内部規則により、調査の上、適切に対応します。

４. 個人情報に関する法令・規範の遵守 

  個人情報に関する法令およびその他の規範を遵守します。 

５. 教育および継続的改善 

  個人情報保護体制を適切に維持するため、職員の教育・研修を徹底し、内部規則を継続的に見直し、

改善します。 

６. 診療情報の提供・開示 

  診療情報の提供・開示に関しては、別に定めます。 

７. 問い合わせ窓口 

  個人情報に関する問い合わせは、各部署責任者または以下の窓口をご利用ください。

          個人情報保護相談窓口：地域医療連携センター

○患者さまの権利宣言○患者さまの権利宣言○患者さまの権利宣言

すべての人は、人格を尊重され健康に生きる権利を有しています。患者さまにおかれましては、健康を

回復し、維持増進するために、医療スタッフの助言協力を得て、患者さまの選択のもとに、最善の医療を

受ける事は人として基本的権利です。 

【平等で良質な医療を受ける権利】

患者さまは本人の経済的社会的地位、年令、性別、疾患の種類などにかかわらず平等で良質な医療を受

ける権利が有ります。 

【選択の自由の権利】 

患者さまは担当医師および医療機関を選択し、または変更する権利があります。またいかなる時でも他

の医療機関の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります。 

【知る権利】 

患者さまは、自らの状況（病名、病状、検査結果）について納得するまで充分に説明を受ける権利があ

ります。 

【自己決定権】 

患者さまは納得できるまで説明を受けたのち、医療スタッフの提案する医療行為を自分で選択する、同

意して受ける、あるいは拒否する権利があります。 

【個人情報の保護】 

患者さまは、全ての個人情報、プライバシーが守られる権利があります。 

○診療情報の提供及び開示につきまして○診療情報の提供及び開示につきまして○診療情報の提供及び開示につきまして

当院では、患者さま・ご家族より診療情報の提供及びカルテ開示についてお申し出があった際は速や

かに対応させていただくシステムになっておりますが、必要な条件書類等がございます。担当の窓口に

て対応させて頂きますので、ご遠慮なく病棟スタッフへお申し出ください。 

○セカンドオピニオンにつきまして○セカンドオピニオンにつきまして○セカンドオピニオンにつきまして

患者さま・ご家族が、当院で十分納得して頂き、患者さまが主体的に治療を受けて頂く為に、第三者

である他医療機関の医師の診療をうけることについてはそれに応じさせていただいております。同じく

他医療機関を受診されている患者さま・ご家族についても対応させて頂いております。詳しくは地域医

療連携センターまでお尋ね下さい。
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氷山の一角（意見箱より）氷山の一角（意見箱より）氷山の一角（意見箱より）

【面会者の感染対策について】

面会者の面会票記入とマスク着用を徹底してほしい。同室の方の面会者(特に年配の方)は、名前

も記入しないし、平気で看護師は部屋に案内する。インフルエンザのこの時期、とても恐ろしい。

面会した方にだけ発症すればよいが、同室で菌をもらって命取りになりかねないと。だれに責任

を問えばよいかわからない。

➣感染症の流行時期入院していただいています患者様方を守る為には外部の方々のマスク着用

のご協力が大変重要です。マスク及び消毒液は各要所に設置しておりましたが、協力依頼が不十

分で徹底されておりませんでした。大変申し訳ございません。早速ポスターを作成し貼付させて

いただきました。合わせてスタッフの声掛けもさせていただきます。貴重なご意見ありがとうご

ざいました。

ご意見箱は、外来と各階食堂談話室並びに腎センターへ設置してあります。患者さま・ご家族

様より頂きましたご意見に対して、当院では毎月開催しております「サービス向上委員会」にて

検討し、改善策を導き出して対応させていただいております。皆様からのご意見を今後ともよろ

しくお願い申し上げます。

医療法人医療法人医療法人 玉昌会玉昌会玉昌会 加治木温泉病院加治木温泉病院加治木温泉病院
〒８９９－５２４１

姶良市加治木町木田４７１４

TEL 0995-62-0001（代）

FAX 0995-62-3778

URL http://www.gyokushoukai.com/
診 療 科 目
●内科 ●消化器内科 ●腎臓内科(人工透析）

●肝臓内科 ●循環器内科 ●神経内科 ●泌尿器科

●耳鼻咽喉科・頭頸部外科 ●リハビリテーション科  

●外科 ●消化器外科 ●歯科

※本掲載分の個人名・団体名につきましては個人情報保護法に基づき、本人またはご家族の同意を得て掲載されております。

患者さま・ご家族様からのご意見・ご要望に関する回答

✿編集後記✿

新年を迎え、ますます寒さが身に染みる季節になってきました。元旦は良い天気に恵まれ、

初日の出も各地で見られたようです。今号は、昨年11月からの記事を中心にまとめてありま

す。WEBサイトを参照できる記事にはQRコードも設けてみましたので、ご覧ください。

インフルエンザや風邪も流行ってくる時期ですので、体調には十分気をつけてお過ごしくださ

い。    （編集委員 野添）


